
 

産 官 学 で連 携 し、 日 本 に適 し た遠 隔 画 像診 断 支援 シ ス テム を 展開 。  

医 療 格 差を 解 決す る 「 ViewSend ICT」  

株 式 投 資型 ク ラウ ド フ ァン デ ィン グ を 開始  

～＜年 間 約 58,000 症 例 で 活用＞ ～ 

  

 
遠隔画像診断支援サービスの提供・運用支援および、遠隔画像診断支援機能付 PACS（医療用画像管理シス

テム）の開発・製造・販売および運用支援を行う ViewSend ICT 株式会社(東京都 代表取締役：嗣江 建

栄）は、株式投資型クラウドファンディングサービス「FUNDINNO（ファンディーノ）」において、2023

年 8 月 1 日（火）より募集による投資申込みの受付を開始することをお知らせします。 

 

＊本案件は新株予約権のお取り扱いになります。 

 

【当社プロジェクトページ】 
https://fundinno.com/projects/483 

 

当社プロジェクトとクラウドファンディング実施目的について 

ICT で地域医療格差を解決し、高レベルな医療を世界中に届ける 

 

ViewSend ICT 株式会社は、病院と病院が連携する、遠隔画像診断を支援するプラットフォームによって、

放射線診断専門医不足に悩む中小病院と放射線診断専門医を抱える大病院を結び、高品質画像を高速かつ

セキュアに双方向伝送可能なシステムを提供しています。また、常勤放射線診断専門医の雇用が難しい中

小病院が、診療報酬に画像診断管理加算を算定可能にすることで、画像診断検査における医療機関の収益

性向上と患者様へのサービス向上をサポートしています。 

この度、大病院に向けた高レベルな技術営業ができる人材の獲得、および新規の協力病院に対するインフ



ラ構築の先行投資のため、2023 年 7 月 24 日より株式投資型クラウドファンディング FUNDINNO におい

て、募集案内の事前開示を開始いたしました。弊社は今回の資金調達により資本力の充実を図り、事業の成

長に繋げます。募集期間は 2023 年 8 月 1 日～2023 年 8 月 16 日、上限とする募集額は 99,990,000

円（1 口 9 万、1 人 5 口まで）です。 

   

 

 



 

 

ViewSend ICT の強みは、診療報酬に画像診断管理加算の算定が可能な遠隔画像診断のプラットフォーム

を提供している点にあります。厚生労働省が定める施設基準 2 または 3 を満たした医療機関が読影を行い、

企業主体の読影ではないことが他社とは根本的に異なります。医療機関の特色として、一度導入していた

だくとサービスの解約が行われにくく、2009 年のサービス開始以来、サービス継続率は 97%以上となっ

ています（2023 年 6 月末時点）。 

また、弊社の遠隔画像診断システムは薬事承認（日本）、FDA 認証（アメリカ）を取得しているほか、日本、

中国、香港、アメリカ、ベトナム、タイで特許を取得しており、日本国内の遠隔画像診断支援で形成した病



院と病院のネットワーク群によって、医療ツーリズムへの拡張にも期待が寄せられています。 

ViewSend ICT 株式会社の前身となる ViewSend 株式会社設立直後から、省庁や自治体の支援事業に採択

され、官民連携によるビジネスモデル構築を進めてきました。こうした取り組みの成果が、関係省庁・組織

との強固なパートナーシップに繋がったと考えています。 

 

今後は、サービス拡大のために遠隔画像を受信できる大病院を獲得し、2027 年までに全国 23 施設への拡

大を目指します。また、医療のグローバル化を推進し、高水準な日本の医療技術で世界に貢献し、アジア諸

国での地域医療格差解消を目指します。 

 

 

 



 

 

 

 

■会社概要 

・会社名：ViewSend ICT 株式会社 

・所在地：東京都豊島区西池袋 TS ビル 7F  

・代 表：嗣江 建栄 

・設 立：2010 年 2 月 

・事業内容：医療画像情報管理システム"PACS"の開発・製造・販売 

遠隔読影支援システムの開発・製造・販売 

在宅医療支援システムの開発・製造・販売 

・URL    : https://www.viewsend-ict.co.jp/ 


